
Abstract
　本研究では，InstagramにおけるSNSストレスの要因について，いいね！が気分
に及ぼす影響に着目して検討した。大学生114名を対象とし，SNSの使用状況を確認
したところ，多くの大学生がInstagramやTwitterなどのSNSを現実の人間関係を
拡張するためのツールとして利用していること，InstagramとTwitterではSNS利用
動機が異なっていることなどが示された。また，いいね！の数を操作した投稿画像
を提示した場面想定法実験の結果，いいね！の数に応じてポジティブ・ネガティブ
気分が惹起されること，承認欲求はいいね！の数とは独立にネガティブ気分に影響
していることなどが明らかとなった。SNSを通じて幸福な自己を演出し，それに対
するポジティブなフィードバックを受けることで，承認欲求は満たされるが，いいね！
数が少ない時には，他者からの排斥を感じネガティブな気分になると考えられる。

背景

　SNS（Social Networking Service）とは，利用者の投稿やそれに対する様々

なリアクションを通じて社会的ネットワークの構築が可能となるサービスの総

称である。我が国における代表的なSNSとしてはLINE（2000-），Facebook

（2008-），Twitter（2008-），Instagram（2014-）などが挙げられ，スマートフォ
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ン上のアプリケーションやWebサイトを通じて多くのユーザーに使用されて

いる。「平成29年度版情報通信白書」（総務省，2018）によれば，SNSの利用率

は全世代で70%を超えており，20代に限定すれば97%以上が何らかのSNSを利

用している。また，広告効果を期待する企業に留まらず，教育機関等でも情報

発信の手段の一つとして利用されるなど，現代社会におけるSNSの影響は非

常に大きくなっている。

　個人がSNSを使用する際の行動は，利用者が主体的に情報を発信する「投

稿（情報の拡散も含む）」，他の利用者が発信した情報を収集する「閲覧」，そ

れらに対する「リアクション」の３つに分類できる。そしてこれらのすべての

ディビジョンにおいて不特定多数を対象としていることが，メイル等に代表さ

れる個対個のコミュニケーションツールとSNSの大きく異なる点である。

Table１にこれまでに主に使われてきたE-Mail等のコミュニケーションツール 

（以下，メイル）とSNSの差異を主要な機能に着目してまとめる。

Table１　メイルとSNSの主要機能の比較

投稿 閲覧 リアクション 心理的負担

メイル 特定の知人への「送信」 原則閲覧 原則返信が必要 重

SNS
不特定多数の知人（ま
たは他人）への「投稿」

閲 覧 / 未 読 /
不明

コメント返信/
閲覧のみ/いい
ね！など

軽

注）  メイルにおける一斉送信やメイリングリスト機能，SNSにおけるDMなど両
者の機能にはオーバーラップした部分も含まれるが，本研究ではそれぞれの
主要な機能に着目して分類している。

　一般的に個人がメイルを使用する場合，メッセージの対象は特定の知人であ

り，受信者は送られたメッセージを閲覧することが前提となる。受信者は受け

とったメイルに対し，何らかの返信をすることが当然に期待されるため，心理
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的負担は必然的に重くなるだろう。また，送信者自身もメッセージを受け取る

場合の心理的負担は容易に想像できるため，返信を前提としない情報価値の低

いメイルを送信しにくいと考えられる。つまり，メイル等のクローズドなコミュ

ニケーションツールは，発信者にとっても受信者にとっても一定の心理的コス

トが発生するツールと言える。実際，親密な関係性がない相手に，日常のちょっ

とした出来事を個別にメイルで報告するということは考えにくいだろう。一方，

SNSにおける投稿は，不特定多数の閲覧者を対象としているため，投稿者にとっ

ても閲覧者にとっても心理的コストが小さくなる。そもそも，常に複数の人々

の投稿が錯綜するSNSでは，誰がその投稿を閲覧したかどうかが不明なため，

それに対するリアクションをする義務は生じにくい2）。そのため，発信者も相

手の心理的負担を考えることなく情報を気軽に発信することができる。「このアー

ティストすごい」というテキストと同時にミュージシャンの画像が添付された

情報ユニットを例に取ると，メイルの場合，情報の受信者は何らかのコメント

を返すことが強いられる。一方，SNSの場合，これらの情報は，不特定多数に

対して発信されるため，それを見た閲覧者が無理にリアクションする必要はな

く，その情報に興味を持った閲覧者が自由にリアクションすればよい。そのた

め，投稿者自身も相手にリアクションを期待せず気軽に情報を発信ができる。

また，この気軽な情報発信が結果としてネットワークを拡大していく可能性を

持つこともSNSの特徴の一つである。先程の例を取ると，投稿者の写真を見て，

「このミュージシャン私も好き！」などのリアクションをすることで，これま

で互いに知らなかった情報を交換することができたり，親密さが拡大したりし

ていくのである。こうした投稿閲覧の自由度とネットワークの拡張性の高さは

SNSの流行の一つの要因として挙げることができるだろう。

2）一部の機能（Instagramのストーリーなどの）では閲覧者が投稿者に把握できる
機能も存在する。
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SNS利用動機とストレス

　上述したSNSの流行の一方で，近年「SNS疲れ」という言葉にも代表され

るようなSNS固有のストレスの存在が叫ばれるようになってきた（e. g.，加藤，

2013，中尾，2015）。本来，気軽に利用できるツールであったはずのSNSがなぜ，

ユーザーの心理的疲労を引き起こしてしまうのだろうか？岡本（2014）は大学

生を対象として，閲覧脅迫（定期的に見ていないと大事な情報を見落とすので

はないかと不安になる），情報拡散不安 （一度投稿すると，情報がどこまで広

がるか分からず不安である），友達申請の拒絶（面識のない人から友だち申請

されると，いやな気持ちになる），社会的比較（楽しそうな投稿を見ると嫉妬

してしまう），過剰なつながり（常にSNSで人とつながっている気がして疲れる），

SNSと現実のギャップ（SNSと現実とのしゃべり方の違いに戸惑ってしまう），

背伸び（何か良いことを投稿しなければと，無理に背伸びをしてしまう）の７

因子からなるSNSストレス尺度を開発している。それぞれの因子名に現れて

いるように，大学生にとってSNSストレスは，現実の対人関係と密接に関連

していることがわかる。また，SNS利用動機に関する検討においては，現実の

友人との関係維持をSNS利用の主要な目的とする場合にはSNSストレスを感

じやすいことなどが示されている。以上の結果からは，SNSストレスは現実の

人間関係をさらに拡張した形で引き起こされており，これまでのインターネッ

トストレスと同じ枠組みで理解することが困難であることを示唆される。

　インターネットと精神的健康の関係についての先行研究では，ネットの利用

によって周囲との関わりの希薄化，孤独感の増大をもたらすなどのネガティブ

な知見も多く（e. g.，Kraut, Patterson, Lundmark, Kiesler, Tridas, & Scherlis, 

1998），SNSに着目した調査においても，利用を制限することで，孤独感や抑

うつが軽減（Hunt, Marx, Lipson, & Young，2018）するという知見も認めら

れている。しかし，上述したようにSNSは現実の人間関係に密接に関わるコミュ
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ニケーションツールであり，これまでのインターネット利用に関連する先行研

究と同様の枠組みで捉えることは適切ではない。例えばネットの過度な利用が

社会的活動や友人とのかかわりを減少させるという知見（Nie & Hillygus，

2002）も，アプリケーションの利用そのものが，コミュニケーションの一つの

形態とも言えるSNSの特徴には当てはまらないだろう。また，SNSの利用が

必ずしも精神的健康にネガティブな影響のみを示すとは限らない。“Positivity 

bias （Reinecke & Trepte，2014）”が示すように，SNSにおける投稿への反応

の大部分は，負の評価ではなく正の評価として示されることが多い。また，大

学生を対象とした質問紙調査によると，SNSの使い方によっては友人関係や幸

福感にポジティブな影響を及ぼすことが示されている（Wang, Jackson, 

Gaskin, & Wang，2014）。さらに，SNSを介した弱い紐帯における交流がスト

レスの捉え方に影響を及ぼし，そのことが精神的健康状態を向上させることも

明らかとなっている（永野･藤，2016）。このようなSNSにおけるコミュニケー

ションの特徴を踏まえた上で，SNSのどのような側面がユーザーの精神的健康

に影響を与えているのかについての研究を蓄積していく必要がある。

SNSにおけるいいね！の機能

　本研究では，SNS利用者のストレス要因について，リアクションのディビジョ

ンに着目して検討する。上述したように，SNSの特徴の一つに，閲覧者が直接

のリアクションを行う必要性がないという心理的負担の少なさが挙げられる。

一方，ほとんどのSNSには投稿に対するポジティブな反応として「いいね！」

という機能が実装されている。いいね！とは，肯定的評価語である「良い」と

いう形容詞に「ね」という終助詞が加えられ，さらに語末に感嘆符を置く褒め

言葉である（村端，2018）。SNSにおいては，ユーザーは，投稿に対してボタ

ン一つでいいね！をフィードバックできるため，このいいね！は言語的リアク

ションよりも画一的であり，褒め行為が質ではなく量によって担保されるとい
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う特徴を持つ。このことからも，いいね！の数が多いことは肯定的なフィード

バックとして機能するが，逆に数の少ない場合にはネガティブなフィードバッ

クとして機能してしまう可能性もあるだろう。以上の議論から，本研究では以

下の仮説を立てた。

仮説　いいね！の数が投稿者のポジティブ，ネガティブ気分を惹起する。

　本研究で着目するInstagramは，比較的後発（2014-）のSNSでありながら，

「インスタ映え」が流行語大賞（2017）に選ばれるなど，SNSの中でも最も知

名度の高いサービスの一つである。女子学生を対象とした利用実態調査（高谷，

2017）では，Twitterに次いで二番目に普及していることが示されており，近

年大学生の間でも急激にユーザー数が増加している。Instagramは，画像投稿

を中心とした機能であるため，他のSNSと比較して，コメントを入力するよ

りも，いいね！というリアクションによってレスポンスされることが一般的で

ある。スマートフォンのアプリケーションにおいてはいいね！は画像下に置か

れているハートマークをタップするだけでよく，その写真ごとに何件いいね！

を獲得したか，誰がいいね！をしたかが表示されるため，SNSにおける閲覧者

からのレスポンスが量的にわかりやすい3）。

　Instagramのいいね！機能に着目した海外における先行研究では，自己愛傾

向が欺瞞的SNS利用（フォロワーやいいね！の購入）を促進することなども

知られている（Dumas, Maxwell-Smith, Davis, & Giulietti，2017）。この理由

として，ビジュアルに重点が置かれているInstagramは，ユーザーが自己宣伝

的なコンテンツとして使用しやすい点が上げられる（Lup, Trub, & Rosenthal，

2015）。以上のことからもSNSにおける閲覧者からのいいね！が投稿者の気分

3） 2019年７月からInstagram社は他者の投稿のいいね！の数の非表示にするテス
トを仕様変更した。本調査は同仕様変更の前に行われている。
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に及ぼす影響について検討するために適切なプラットフォームであると考えら

れる。

　なお，学生を対象とした質問紙調査では，イメージベースのSNS（Instagram

やSnapchat）の使用によって，孤独感が減少し，幸福感が増すという知見も

認められている（Pittman & Reich，2016）。また，SNSの利用と承認欲求の

関 係 に つ い て 検 討 し た 先 行 研 究 に お い て は，承 認 欲 求 が 高 い 人 ほ ど，

Instagram や Twitter を使用しやすいことも明らかとなっている（加納，

2019）。さらに，Instagramユーザーを対象とした調査では，自己愛やSNS利

用動機によっていいね！を得ようとする行動パタンに違いがあることも認めら

れている（Dumas, Maxwell-Smith, Davis, & Giulietti，2017）。以上の知見か

らも，孤独感や承認欲求は，いいね！によって引き起こされる気分と関連が認

められる可能性がある。このため，本研究においては，孤独感や承認欲求を調

整要因として検討した。

SNSの選択と個人特性

　SNSについて包括的に論述した先行研究（天笠，2017）では，使用するSNS

の選択に所属するコミュニティの中で身に着けられた志向性が関連しているこ

とが考察されている。また，それぞれのSNSにおける感情表現の規範がプラッ

トフォームによって異なっていることも示されている（Waterloo, Baumgartner, 

Peter, & Valkenburg，2018）。このことからも，個人が使用するSNSの選択

には利用動機や上述した承認欲求や孤独感などの個人特性が関連している可能

性が考えられる。一方，過去の我が国におけるSNSストレスに関連する研究

の多くは，SNSを一つの包括的な枠組みで扱っており，それぞれのSNSの差

異が検討されることは少なかった。例えば，もっとも多く利用されている

LINEをSNSに含めるかどうかについても統一した見解は認められていない（高
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谷，2017）4）。そこで，本研究では，匿名でも利用できるテキスト投稿中心の

Twitter，画像投稿が中心となるInstagram，本名登録が原則であるFacebook

などそれぞれのSNSによってユーザーの利用動機や個人特性が異なるかどう

かについても，探索的な検討を行った。

方法

　手続き　大分大学の学生に対し，2018年11月に講義時間内に質問紙調査法を

用いて行った。質問票は126名に配布し，質問項目に著しい欠損のあったもの

及び社会人聴講生を除いた114名（男性63名，女性51名，平均年齢19.30±1.00歳）

を分析の対象とした。調査票は回答者が概ね15分以内に回答できるように教示

文，同意書及び以下の質問紙で構成した。調査参加者は性別，年齢及び以下の

質問項目に回答し，その後，いいね！の数が違う２種類のInstagramの投稿画

面を見て，その際の気分を測定する場面想定法実験に参加した。

　Instagram及びその他のSNS利用状況　Instagram及びその他のSNSの利

用状況を調査するため，Instagram以外のSNSの利用の有無（LINE，Twitter，

Facebook），Instagramの閲覧頻度，投稿頻度，フォロー数，フォロワー数，

公開の有無等について質問した。なお，閲覧及び投稿については，「日に（　）

回」「週に（　）回」「月に（　）回」「年に（　）回」という質問形式とし，

分析時に単位を年に揃えた。また，「Instagramに投稿する際に，どちらによ

く投稿しますか？」と教示し，SD法形式でストーリーと投稿との比率につい

て尋ねた（３を中点とする５件法）。なお，MixiやTikTok，Snapchatなどの

他のSNSについては，研究に協力した大学生からのヒアリングにより利用者

4） LINEはタイムライン機能などSNSとしての側面も有するものの，あくまで既
知の人間関係におけるコミュニケーションに使用されることが多く，「既読」と
いう機能からもむしろメイルよりもさらにクローズドなコミュニケーションツー
ルと言えるかもしれない。
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が非常に少数であると予測されたため，調査の対象としなかった。

　SNS利用動機　SNSの利用動機を調査するため，Kross et al.（2013）の 

SNSの利用動機項目を岡本（2014）が修正して使用した質問項目から「友だち

との関係を維持するため（以下「友人関係維持」）」，「新しい友達を探すため（以

下「友人探求」）」，「良い出来事があったときに，友だちと共有するため（以下

「良い出来事の共有」）」，「嫌な出来事があったときに，友だちと共有するため（以

下「嫌な出来事の共有」）」，「新しい情報を得るため（以下「新しい情報の収集」）」

について，どの程度当てはまるかを「１．まったくあてはまらない」から「５．

とてもよくあてはまる」の５件法で回答を求めた。

　承認欲求及び孤独感　参加者の承認欲求を測定するため，20項目の質問で構

成される日本版MLAM承認欲求尺度（植田・吉森，1990）を使用し，「１．

全くあてはまらない」～「５．非常にあてはまる」の５件法で回答を求めた。

孤独感の測定には，20項目の質問で構成される改訂版UCLA孤独感尺度日本

語版（諸井，1992）を使用した。「１から20までの文章に述べられているそれ

ぞれのことがらを，日頃あなたはどれくらい感じていますか」と教示し，「１．

けっして感じない」～「５．たびたび感じる」の５件法で回答を求めた。

　提示画像と気分の測定　場面想定法実験で提示した画像は，左にプロフィー

ル画像（両条件同じ），右に投稿画像及びいいね！数（多条件：108件，少条件：

４件）を配置した。なお，プロフィール画像におけるフォロー数（157名），フォ

ロワー数（132名）ついては，できるだけ大学生にとってリアリティのある数

となるように，Instagram使用経験の分散の大きい大学生９名によるディカッ

ションによって決定している。また，画像についても，大学生にとっての一般

的と思われる画像を選択し，Web上からフリー素材をダウンロードして使用

した。画像が呈示された後，「これはInstagramのあなたのプロフィール画面

と投稿して24時間後の画面です。いいね！の数は（108件 / ４件）です。次の

項目をよく読んで，今のあなたの状態に最もよく当てはまると思う数字に丸印
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をつけて下さい」と教示し，40項目の質問で構成される気分調査票（坂野他，

1994）「１．全く当てはまらない」～「４．非常に当てはまる」の４件法で回

答を求めた。

　倫理的配慮　調査はすべて匿名で行い，参加者個人を特定できるデータを扱

わなかった。また，調査は講義時間内に行ったが，本調査への参加は強制的な

ものではなく，参加しないことで学生に不利益が生じないように配慮したうえ

で，書面にて同意書を収集した。なお，本研究は大分大学研究倫理審査委員会

においてあらかじめ倫理審査を受けて行った。

　分析　分析には，HAD version 12.30（清水，2016）を使用した。

結果と考察

　使用SNSと利用動機　Figure１にSNSの利用状況について示す。LINEは

調査参加者114名すべてが利用しており，Twitter（91名，79.82%），Instagram

（70名，61.40%），Facebook（17名，14.91%）と続く。InstagramとTwitterの

どちらかを利用しているものが97名（85.09%），InstagramとTwitterの両者を

利用しているものが64名（56.14%）であった。以上の結果からは，LINEは大

学生にとってはほぼ必須のコミュニケーションツールであり，利用に関して選

択の余地がないこと，Facebookの利用率が非常に低いことが明らかとなった。

そのため，以降の分析はInstagramとTwitterを対象として行っている。なお，

本調査は，相対的に３･４年生が少ないデータであることには留意されたい。
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Figure 1　SNS使用状況。

　孤独感及び承認欲求とSNS利用動機の関係　孤独感及び承認欲求尺度につ

いて，スクリープロットを用いて因子数を決定し，負荷量が.40以下の項目を

削除した繰り返しの因子分析を行った。両尺度共に１因子構造が抽出されたた

め，平均値で尺度得点を算出している。SNS利用動機の要約統計量とそれぞれ

の相関を加えてTable２に示す。

Table２　孤独感，承認欲求とSNSの利用動機の関係

Mean（SD）孤独感 承認欲求 Q1 Q2 Q3 Q4
孤独感（17項目，α=.91） 2.00 （0.49） 1.0
承認欲求（11項目，α=85） 2.74 （0.66） -.13 1.0
友人関係維持（Q１） 2.97 （1.21） -.12 .29 ** 1.0
友人探求（Q２） 2.25 （1.18） -.11 .25 ** .35 ** 1.0
よい出来事の共有（Q３） 3.32 （1.23） -.34 ** .29 ** .44 ** .43 ** 1.0
嫌な出来事の共有（Q４） 2.31 （1.26） -.11 .17 .25 ** .26 ** .41 ** 1.0
新しい情報の収集（Q５） 4.52 （0.67） .04 -.03 .04 .05 .09 -.17

** p < .01，* p < .05
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　まず，SNS利用動機同士の相関について確認したところ，「新しい情報の収集」

は，他のどの質問項目とも有意な相関は認められてないが，それ以外の項目同

士にはすべて有意な相関が認められた。また，「よい出来事の共有」と「悪い

出来事の共有」に着目して検討したところ，「友人関係維持」と「友人探求」

ともに嫌な出来事の共有が弱い相関であったのに対し（rs<.26），良い出来事

の共有（rs>.43）では正の相関が認められた。一般に否定的な感情表現よりも

肯定的な感情の表現が適切であると認識されている（Caltabiano & Smithson，

1983）ことからも現実を拡張したSNSにおけるオンラインコミュニケーショ

ンにおいても，オフラインコミュニケーションと同様の傾向がみとめられてい

ると考えられる。次に，孤独感及び承認欲求とSNS利用動機の関係について

確認したところ，承認欲求と「友人関係維持」，「新しい友人を探す」，「良い出

来事の共有」との間に有意な相関が認められたが「嫌な出来事の共有」とは有

意な相関は認められなかった。また，孤独感は「良い出来事の共有」との間に

のみ有意な負の相関が認められた。本研究は，横断調査のため因果関係を明ら

かにすることは困難だが，これらの結果からは，承認欲求が高い人は，ネガティ

ブな出来事ではなくポジティブな出来事を共有することで友人関係を維持した

り，新しい人間関係を構築したりしようとしている一方で，孤独感が高い人は

逆に，そもそも良い出来事も悪い出来事も共有しようとはしないことが示唆さ

れる。

　SNS利用動機とInstagram及びTwitterの使用有無の関係について検討する

ために，SNS利用動機５項目を被験者内，Instagram及びTwitterの利用の有

無（使用･未使用）を被験者間に配置した３要因の分散分析を行った（被験者

内 間 混 合 要 因）。Instagram（F(1,105)=0.26，η 2
p =.00，ns.）に お い て も

Twitter（F(1,105)=0.00，η2
p =.00，ns.）においても利用の有無の主効果は認

められなかったが，利用動機の主効果F(4,420)=40.37，η2
p =.28，p<.01）が認

められた。利用動機のうち大きかったのは，「新しい情報の収集 （Q５）」，「友
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人関係維持（Q１）」，「よい出来事の共有 （Q３）」であった。逆に，「新しい

友達を探す（Q２）」，「嫌な出来事の共有（Q４）」は低い水準に留まった。なお，

Holm法を用いた下位検定の結果，Q１－Q３及びQ２－Q４を除くすべての

変数で有意差が認められている。平均値及び標準偏差についてはTable２を参

照されたい。これらの結果から，大学生にとってのInstagram及びTwitterは

友人との関係維持や現実社会の拡張だけでなく，新しい情報を確保するなどの

情報ソースとしても使用されていることがわかる。

Figure２　SNS利用動機の差。

　次に，SNSによって利用動機が異なるかを検討するために，交互作用につい

て検討したところ，Instagramと利用動機の交互作用は認められなかったが

（F(4,420)=1.29，η2
p =.01，ns.），Twitterと利用動機の交互作用が認められた

（F(4,420)=3.98，η2
p =.04，p <.01）。両者のパタンをFigure３，要約統計量を

Table３に示す。この結果からは，Instagramと比較してTwitterは友人関係

の維持を目的として使用されにくく，新しい情報の収集を目的としている側面
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が大きいことが明らかとなった。このことからも，TwitterよりもInstagram

のほうが友人間のクローズドなコミュニケーションツールとして利用されやす

い可能性が示唆される。

Figure３　InstagramとTwitterの利用有無とSNS利用動機の交互作用。

Table３　InstagramとTwitterの利用有無とSNS利用動機の要約統計量

Instagram Twitter
使用（n=70）未使用（n=43）使用（n=91）未使用（n=22）
Mean （SD） Mean （SD） Mean （SD） Mean （SD）

友人関係維持（Q１） 2.96 （1.22） 3.05 （1.18） 2.89 （1.25） 3.47 （0.77）
友人探求（Q２） 2.28 （1.17） 2.23 （1.21） 2.32 （1.22） 1.95 （0.97）
よい出来事の共有（Q３） 3.43 （1.24） 3.18 （1.17） 3.38 （1.22） 3.16 （1.21）
嫌な出来事の共有（Q４） 2.13 （1.27） 2.65 （1.19） 2.21 （1.27） 2.84 （1.12）
新しい情報の収集（Q５） 4.65 （0.51） 4.30 （0.85） 4.66 （0.52） 3.89 （0.94）

　なお，孤独感と承認欲求がSNS選択と関連しているかどうかを調べるため

にそれぞれの得点を従属変数，Twitterの利用有無，Instagramの利用の有無

及びそれらの交互作用を独立変数とした２要因分散分析を行ったが，主効果及

び独立効果は認められていない（Table４）。この結果からも，孤独感と承認
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欲求はSNS選択とは直接関連しないことが明らかとなった。

Table４　孤独感，承認欲求とSNS選択の関係

Instagram利用の主効果 Twitter利用の主効果

使用 （n=70） 未使用 （n=43） 使用 （n=91） 未使用 （n=22） 交互作用

Mean （SD） Mean （SD） Mean （SD） Mean （SD）

孤独感
2.00 （0.48） 2.01 （0.52） 2.01 （0.49） 1.96 （0.52）

F(1,107)=2.95，η2
p =.03，ns.

F(1,108)=0.70，η2
p =.01，ns. F(1,108)=0.59，η2

p =.01，ns.

承認欲求
2.75 （0.63） 2.77 （0.67） 2.77 （0.66） 2.68 （0.58）

F(1,108)=0.99，η2
p =.01，ns.

F(1,107)=0.55，η2
p =.01，ns. F(1,107)=0.04，η2

p =.00，ns.

　Instagramの使用実態　Instagramに関連したデータの要約統計量及びSNS

利用動機との相関をTable５に示す。Instagramの使用実態を確認したところ，

投稿数よりも閲覧回数のほうが圧倒的に多く，投稿数の分散が大きく，フォロー

･フォロワー数と閲覧回数との間に高い相関が認められた。なお，公開の有無

については，公開23，非公開47と非公開のほうが多かった。また，ストーリー

と一般の投稿の使用頻度について確認したところ，中央値である３よりも低群

のセルの数が37であるのに対し，高群のセルは９に留まっており，一般の投稿

よりもストーリーの利用頻度が高いことが明らかとなった。なお，SNS利用動

機のうち，「友人関係の維持（Q１）」及び「良い出来事の共有（Q３）」は，フォ

ロー・フォロワー数と有意な正の相関，「良い出来事の共有（Q３）」と閲覧数

の間にも有意な正の相関が認められている。これらの結果は，現実社会におけ

る既知の人々が相互フォローによってつながり，日常生活におけるよい出来事

を共有するツールとしてInstagramが使用されていることを示唆している。
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Table５　Instagramの利用実態とSNS利用動機の関係

Mean SD 閲覧 投稿 フォロー Q１ Q２ Q３ Q４ Q５

閲覧 2097.37（2222.82）1.0 .21 .22 .26 * .16 .11 

投稿 20.28 （56.02） .24 * 1.0 -.07 .03 -.11 -.17 .11 

フォロー 161.75 （138.99） .34 ** .13 1.0 .30 * .13 .43 ** -.07 .22 

フォロワー 149.65 （139.50） .40 ** .21 .94 ** .34 ** .20 .45 ** -.13 .16 

** p < .01，* p < .05

　いいね！が気分に及ぼす影響　まず，気分評定のために使用した気分調査票

の分析を行った。スクリープロットを参考に因子数を決定し，複数の因子に高

い負荷量を示した質問項目，どの因子にも低い負荷量を示した質問項目を削除

した（.40基準）繰り返しの因子分析（最尤法プロマックス回転）を行ったと

ころ，「つらい」，「むなしい」などの19項目から構成されるネガティブ気分（α

=.95），「生き生きしている」，「充実している」などの９項目から構成されるポ

ジティブ気分（α=.86）の２因子が抽出された。

　次に，それぞれの因子の尺度得点を従属変数として，性別，年齢，いいね！

の数（多・少），孤独感，承認欲求をステップ１，いいね！の数と孤独感，承

認欲求の交互作用をステップ２で投入した階層的重回帰分析を行った。どの従

属変数においても，ステップ２で有意な説明率の上昇は認められなかったため，

ステップ１を採用している。

16

大学生の Instagram 利用と SNS ストレス（ 16 ）



Table 6　いいね！の数が気分に与える影響

ポジティブ気分 ネガティブ気分
性別（０男性：１女性） .06 -.05
年齢 .06 -.12
いいね！（０少ない：１多い） .27 * -.34 **
孤独感 -.03 .08
承認欲求 .15 .21 *

R2 .11 * .16 **
ΔR2 .01 .01

　　** p < .01，* p < .05

　まず，個人特性について検討した結果，孤独感は，ポジティブ気分において

もネガティブ気分においても有意な標準偏回帰係数を示さなかったが，承認欲

求は，ネガティブ気分において有意な正の標準偏回帰係数（β=.21）を示した。

交互作用が認められなかったことからも，承認欲求が高い人は，いいね！の数

とは独立に（少なくとも多くとも）フィードバックそのものにネガティブに反

応する傾向があることが示唆される。社会的排斥に関係する研究では，人は自

己に対するネガティブな反応に対して極めて敏感に反応することが繰り返し示

されている（Williams，2009）。承認欲求が高い場合，いいね！の数が少ない

場合はもちろん，多い場合でも，むしろいいね！しなかった人の存在に注視し

てしまうことで，ポジティブな気分が惹起されにくいのかもしれない。

　次に，仮説の検討のため，実験刺激によって操作したいいね！の数の効果を

確認した。ポジティブ気分においては有意な正の標準偏回帰係数（β=.27），

ネガティブ気分においては，有意な負の標準偏回帰係数（β=-.34）が認められ，

いいね！の数の多少が参加者の気分に影響を与えていることが明らかとなった

（仮説支持）。岡本（2004）によるSNS尺度の作成の過程においては，最終的

に項目が削除されているものの，「自分の投稿に対する反応が気になって仕方

ない」，友だちが自分の投稿を読んでくれたかどうか気が気でない」などのリ

アクションのディビジョンにおけるSNSストレスについても検討されている。
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このことからも，定量的な数字として示されるいいね！の数が肯定的，否定的

なフィードバックとして機能し，それに対して気分が変化していることが示唆

される。正木（2018）はSNSと承認欲求に関する論考において，SNSには実

際の人間関係とは異なり，誰かから拒否されるかもしれないという不安を最小

限にして承認のみを得ることができる特徴があると述べているが，現実社会を

拡張してSNSを使用する場合には，この指摘は当てはまらないのかもしれない。

総合考察

　本研究の結果からは，Instagramにおけるいいね！の数が気分に影響を与え

ていること，承認欲求がいいね！の数とは独立にネガティブ気分に影響してい

ることが明らかとなった。自己呈示は，自尊感情の高揚，維持などの機能を持

つ（安藤，1994）ことからも，SNSを通じて幸福な自己を演出し，それに対す

るポジティブなフィードバックを受けることで，承認欲求は満たされる。一方，

SNSの依存度の高い人へのヒアリング調査を行った川端･中田･木谷（2017）

の知見にもあるように，いいね！数が多いときには幸福感を感じたとしても，

いいね！数が少ない時には，その背景に自分の投稿を良いと思わなかった人た

ちの存在が感じられ，彼らからの排斥を感じ，ネガティブな気分になると考え

られる。

　2019年７月（本研究のデータ収集後）からFacebook社はInstagramの「健

全化」のためいいね！の表示に関する仕様を変更し，いいね！の数そのものが

他者からは確認できなくなった。また，それに伴い自らの投稿に対するいいね！

の数もデフォルトでは表示されず一度タップをするというステップを踏まない

といいね！数を確認できないようになった。この理由として，他者の投稿につ

いたいいね！の数が見えなければ，自分のそれと比較して一喜一憂する必要が

ないため，より多くの投稿やユーザー数の獲得，それに伴う広告収入の増大が

期待できることが上げられる（Salvador，2019）。
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　では，いいね！の数を消すことで，ユーザーは「不健全」な社会的比較から

逃れられるのであろうか。いいね！の数が表示されないとしても，人に自己の

ことを正確に知りたいという自己査定動機（自己査定動機：Trope，1982）が

ある以上SNSを他者からの評価のソシオメーターとして利用することはある

意味避けようがないのかもしれない。実際，本研究で予備的な資料として収集

したストーリーの使用頻度を見ると，大学生は一般の投稿よりもストーリーを

使用する頻度が非常に大きくなっていることがわかる。ストーリーは，2016年

から導入された機能であり，投稿した写真や動画が24時間で消滅すると同時に，

閲覧総数や誰が閲覧したかが足跡として明示される。また，その後の仕様変更

によって公開の範囲を親しい友人に限定するなど更に複雑な設定が可能になっ

た。こうした様々な仕様変更は元々気楽なツールであったはずのSNSにもま

た違った形でのストレスが生じさせていると考えられる。
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